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論 説

精密加工法の最近の進歩
大　　越 諄

）

　機械に要求される精度が向上するとともに，その機械を講成する機械部晶を精密に製作する技術いわゆる精密加工法

も近年長足の進歩をとげつつある．

　精密加工法の中には種々の方法がふくまれているが，その申で最も基本的なのは精密切削加工法である・近代の進歩

した精密切削加工法は19世紀の末頃F・WTaylor氏の研究により刺戟されて獲達を開始したといつても過言ではな

い．米國でTaylor氏が切削加工の科學的研究を開始するやそれに刺戟されて英國では1903年Nicolson博士が，又

濁乙では1905年Schlesinger博士がそれぞれ劃期的研究を開始し，ここに米，英，猫の研究競孚がはじ’まつた．當時

の研究O主踵目は切削抵抗の測定・切削工県の壽命の判定・工具材料の肇良等に集中された・その結果として工具材料

としては高速度鋼，ステライト，超硬質合金等が相次いで獲明されるに至つた・超硬質合金が初めて一般市場に出た

のは1928年のことである・1930年以後この方面の研究は主として被削性の改良に集中され，その結果として快削黄銅

等が相次いで獲明され，それにつれて自W．盤が急速に獲達普及した・職時中，職後を通じ超高速切削，高温切削の進歩

はまことに驚嘆すべきものがある・

　研削加工法の進歩は研削砥石の獲達におうところが極めて多い・研創砥石は3つの段階を経て獲達した・その第1期

は天然の岩石をそのまま砥石として使用した時代であり，第2期は天然の岩石を砥料としてこれを人工的に固めて人造

砥石を製造した時代（1840年以後）であり，第，3期は砥料も人造で製造しこれを人工的に固めて人造砥石を製造する時

代であり，これは1892年Henri　Moissanにより電氣櫨が謹明されて以後のことである・ラップ仕上法は最も古くか

ら行われた精密加工法の一つである力砦手作業であつた・この加工法を機械化する試みは1914～1918年頃米國中央標

準局で行われた・1919年に至り初めて卒面ラップ盤がPratt＆Whitney肚により，引繧いで1922年圓筒面ラヅプ盤が

Bethel　Player祉により，またzF面，圓筒面象用ラップ盤がNorton肚により護費されるに至つた・1925年Barnes・Drill

肚によりホーニソグ盤が初めて市販されて以來，ホーン仕上法は精密加工法の有力な一員となり以後長足の進歩をとげ

つつある・從來ホr’一ソ仕上法は表面の最後の仕上げだけに利用されていたが近年では相當の荒切削もこの方法で行われ

るようになつてきた・この加工法はその加工能率がラップ仕上法に比し5～6倍というところに最大の特微がある・1935

年に至り超仕上法がChrys！er肚の技師D．　A．　Wallace氏により獲明され，間もなくFoster肚により超仕上盤が製造

販壷されるに至つた．極めて優秀な仕上面が極めて短時聞内に得られることがこの加工法の最大の特徴である．1937年

米人A・H・Eppler氏により液睦ホ・一’ニソグ法という新しい精密加工法が獲明されte・この方法は航室機工業，自動車

工業等廣く機械工業に探用され各方面に偉大な貢献をしている・

　電解研磨法は1930年佛人Jacquet氏により獲明された方法であるが，これが廣く機械工業に利用されだしkのは比

較的近年のことである・現在ではわが國の楡出工業にも極めて重要な役割を果しつつある・押付仕上法も近年急速の獲

蓬をとげ現在車輌工業等にはなくてはならぬ重要仕上法の一つとなつている・

　上述のように精密加工法は文字通りE進月歩の獲達をなしつつあるといつても過言ではない・
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